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善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　東
京
都
江
戸
川
区

　
池
田
　
幸
生

こ
の
度
、
令
和
三
年
度
の

秋
季
善
行
表
彰
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

職
場
の
環
境
改
善
や
後
輩

等
の
身
上
（
心
情
）
把
握
の

た
め
に
始
め
た
「
声
掛
け
運

動
」
で
す
が
、
通
勤
時
の
行

き
帰
り
や
土
日
に
も
行
い
、

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
純
粋
に
続

け
て
、
気
付
け
ば
三
十
年
近

く
行
っ
て
い
た
こ
と
に
自

分
で
も
驚
い
て
お
り
ま
す
。

「
泣
い
て
い
る
子
供
を
抱

え
た
女
性
」、「
駅
の
階
段

で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
高

齢
者
」、「
携
帯
の
地
図
を

見
て
い
る
外
国
人
」、「
視

覚
障
が
い
者
や
車
椅
子
の

方
」
な
ど
に
、
私
は
声
を
掛

け
ま
す
。

「
何
か
困
っ
て
い
ま
す

か
？
」、「
お
手
伝
い
し
ま

し
ょ
う
か
？
」「M

ay I H
elp 

you

？
」

大
切
な
の
は
「
相
手
の

城
下
町
弘
前
の
十
二
㎞
東

に
藩
政
時
代
に
は
弘
前
藩
の

支
藩
で
あ
っ
た
黒
石
が
あ

る
。
当
時
の
面
影
を
と
ど
め

る
中
町
「
こ
み
せ
（
雁が

ん

木ぎ

の

別
称
）」
通
り
は
重
要
伝
統
建

造
物
群
保
存
地
区
で
あ
り
、

「
日
本
の
道
百
選
」
に
も
選

定
さ
れ
て
い
る
。
町
の
中
ほ

ど
「
髙
橋
家
住
宅
」（
国
重

文
）
は
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

青
森
県
弘
前
支
部

水
清
く
　
人
情
の
あ
つ
い

　
あ
ず
ま
し
の
里
　
黒
石

中町「こみせ」通り

〜
六
一
）
に
建
て
ら
れ
た
。

八
月
十
五
・
十
六
日
に
行
わ

れ
る
「
黒
石
よ
さ
れ
」
は
日

本
三
大
流
し
踊
り
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

近
く
に
は
、
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
完
成
の
津

軽
独
特
の
大
石
武
学
流
の
庭

園
を
散
策
で
き
る
「
金か
ね

平ひ
ら

成な
り

園え
ん

」
が
あ
る
。
青
森
の
果
物

は
と
い
う
と
何
と
い
っ
て
も

「
り
ん
ご
」
で
あ
る
が
、
福

民
に
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

「
り
ん
ご
研
究
所
」
が
あ
り
、

「
り
ん
ご
史
料
館
」
の
見
学

が
で
き
る
。
黒
石
温
泉
郷
の

鶴
の
名
湯
「
温
湯
温
泉
」
は

五
百
年
近
く
の
歴
史
を
誇

り
、
黒
石
・
弘
前
藩
主
も
た

び
た
び
湯
治
に
訪
れ
た
。
大

正
ロ
マ
ン
漂
う
「
飯
塚
旅
館
」

は
人
気
が
高
い
。

湯
治
客
を
相
手
に
木き

地じ

挽ひ
き

の
盛
秀
太
郎
が
最
初
に
つ

く
っ
た
の
が
「
温
湯
系
こ
け

し
」
で
あ
る
。
こ
の
黒
石
温

泉
郷
は
「
こ
け
し
の
里
」
と

よ
ば
れ
、
落
合
温
泉
に
日
本

一
の
ジ
ャ
ン
ボ
こ
け
し
の
他

全
国
の
こ
け
し
約
五
千
本
を

展
示
す
る
「
津
軽
こ
け
し
館
」

が
津
軽
伝
承
工
芸
館
に
隣
接

し
て
あ
る
。「
こ
け
女
（
こ

け
し
女
子
）」
の
聖
地
で
あ

る
。
南
八
甲
田
連
峰
青あ
お

荷に

渓

流
の
ほ
と
り
に
、
歌
人
丹
羽

洋
岳
が
隠
れ
住
む
た
め
に
開

い
た
「
ラ
ン
プ
の
宿
青
荷
温

泉
」
が
あ
り
、
秘
湯
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
る
。
津
軽

三
不
動
の
一
つ
中
野
神
社
が

あ
る
「
中
野
も
み
じ
山
」
は
、

享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
弘

前
九
代
藩
主
津
軽
寧や
す

親ち
か

（
黒

石
六
代
よ
り
本
家
を
相
続
）

が
京
都
か
ら
百
余
種
の
楓
苗

を
移
植
、
以
後
黒
石
・
弘
前

藩
主
、
文
人
墨
客
等
が
数
多

く
紅
葉
狩
り
に
訪
れ
て
き

た
。
近
年
は
京
都
の
嵐
山
に

な
ぞ
ら
え
「
小
嵐
山
」
と
名

乗
り
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
る
。

温湯温泉共同浴場

気
持
ち
に
な
る
こ
と
」
と
、

心
か
ら
実
践
出
来
る
よ
う

な
っ
た
の
は
、
実
は
最
近
の

事
で
す
。

ま
た
、
防
災
士
と
衛
生
管

理
者
の
資
格
を
元
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
防
災
活
動
も
盛

ん
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
「
善
行
会
」
が
、
私

の
地
元
江
戸
川
区
に
支
部

が
な
い
と
言
う
の
が
と
て

も
残
念
で
悔
し
い
思
い
で

す
。
今
回
い
た
だ
い
た
賞
を

励
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
や
弱
者
の
方
々

の
為
に
地
道
に
、
慢
心
せ
ず

に
活
動
を
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

秋
季
表
彰

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

【
熊
本
県
宇
土
支
部
】

二
か
所
で
の
伝
達
式

宇
土
支
部
で
は
元
松
宇
土

市
長
、
柴
田
市
議
会
議
長
、

太
田
教
育
長
と
、
津
奈
木
町

で
は
山
田
町
長
、
小
島
水
俣

警
察
署
長
他
、
多
数
の
来
賓

を
迎
え
、
受
賞
者
十
二
名
が

出
席
し
て
善
行
表
彰
伝
達
式

を
開
催
し
た
。
山
下
支
部
長

は
挨
拶
で
善
行
活
動
に
謝
意

を
述
べ
ら
れ
、
来
賓
か
ら
は

善
行
運
動
の
推
進
に
努
め
る

宇
土
支
部
に
謝
意
と
受
賞
者

に
ね
ぎ
ら
い
の
祝
辞
が
あ
っ

た
。
宇
土
会
場
で
は
熊
本
震

災
で
被
災
し
た
庁
舎
、
再
建

最
中
の
「
新
た
な
宇
土
市
の

拠
点
、
新
庁
舎
は
」
と
題
し

て
市
長
の
講
演
が
あ
っ
た
。

【
東
京
都
葛
飾
支
部
】

十
二
月
八
日
（
水
）、
葛
飾

区
の
堀
切
地
区
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
お
い
て
、
伝
達
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
青
木
克
徳
葛

飾
区
長
を
来
賓
と
し
て
お
招

き
し
、
特
別
善
行
表
彰
銀
章

一
名
、
秋
季
善
行
表
彰
五
名

の
受
賞
者
へ
、
区
長
よ
り
表

彰
状
を
代
読
で
読
み
上
げ
て

い
た
だ
き
手
渡
し
ま
し
た
。

【
沖
縄
県
支
部
】

十
二
月
二
十
七
日
（
月
）

午
後
二
時
か
ら
、
那
覇
市
琉

球
新
報
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

支
部
役
員
に
よ
り
秋
季
善
行

表
彰
受
賞
者
へ
の
表
彰
状
及

び
善
行
章
の
伝
達
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

【
四
国
中
央
支
部
】

十
二
月
九
日
（
木
）
四
国

中
央
市
市
長
室
に
て
、
市
長
、

教
育
長
出
席
の
も
と
十
四

名
、
会
員
三
名
が
参
加
し
、

伝
達
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
、
祝
辞
と
永
年
の
活
動
に

激
励
の
言
葉
を
も
ら
い
、
受

賞
者
は
緊
張
す
る
中
、
さ
ら

な
る
活
動
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

【
大
分
県
支
部
】

十
二
月
十
六
日
（
木
）、
大
分
市
東
部
公
民
館

に
お
い
て
、
大
分
市
長
を
は
じ
め
市
議
会
議
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
ご
出
席
の
も
と
、
秋

季
善
行
表
彰
伝
達
式
を
開
催
し
た
。

式
典
で
は
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
二
団
体
と

十
名
の
方
の
受
賞
理
由
を
紹
介
し
、
表
彰
状
と

善
行
章
と
会
員
バ
ッ
チ
を
贈
っ
た
。
伝
達
が
終

わ
り
、
松
井
支
部
長
の
祝
辞
、
善
行
会
の
歴
史

の
話
や
大
分
支
部
と
し
て
の
活
動
行
事
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、
長
年
に
渡
る
社
会
貢

献
に
対
し
て
労
い
の
言
葉
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
四
年
一
月
二
十
六
日
に
は
「
令
和

四
年
迎
春
・
善
行
章
受
賞
祝
賀
会
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。


